
 

で
、
危
険
な

箇
所
を
確
認

し
た
り
、
花

壇
の
苗
植
え

な
ど
を
し
た

り

し

ま

し

た
。 ８

月
１１
（
日
）
同
胞
碑
・
殉
国
碑
例

祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
た

く
さ
ん
の
お
参
り
が
あ
り
ま
し
た
。
前

日
、
当
日
だ
け
で
な
く
、
数
ヶ
月
前
か

ら
の
準
備
等
、
勝
一
色
自
治
会
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

８
月
１５
（
木
）
に
は
地
蔵
院
例
祭
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
台
風
が
接
近
し

た
の
で
す
が
、
幸
い
お
堂
の
中
は
あ

ま
り
風
が
な
く
、
滞
り
な
く
例
祭
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た

だ
、
今
年
も
太
鼓
踊
り
が
奉
納
で
き

な
か
っ
た
の
は
、
残
念
で
し
た
。
ず

ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
大
門
自
治

会
の
方
に
は
準
備
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

て
い
て
、
強

い
風
雨
だ

っ
た
た
め

お
参
り
は

少
な
か
っ
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ち
さ
と 

ハ
リ
ヨ
っ
子 

伊
勢
湾
台
風
の
こ
と

は
、
親
か
ら
も
聞
い
て
い

ま
し
た
し
、
マ
ス
コ
ミ
か

ら
の
情
報
で
も
す
ご
い

台
風
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
調
べ
て
み
る
と

伊
勢
湾
台
風
が
来
る
一

ヶ
月
前
に
集
中
豪
雨
が

あ
り
、
相
川
の
堤
防
が
切

れ
て
お
り
、
ま
た
、
９
月

に
は
、
六
本
松
で
堤
防
が

切
れ
か
け
た
こ
と
を
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も

し
、
切
れ
て
い
た
ら
、
家

だ
け
で
は
な
く
、
人
的
な

被
害
も
甚
大
な
も
の
だ

っ
た
で
し
ょ
う
▼
さ
ら

に
、
資
料
を
読
む
と
、
自

衛
隊
や
消
防
団
の
方
々

だ
け
で
は
な
く
、
地
元
の

人
も
、
文
字
通
り
「
必
死
」

の
作
業
に
あ
た
り
、
女
性

の
方
々
も
復
興
に
、
こ
れ

も
文
字
通
り
「
尽
力
」
さ

れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

ま
す
▼
当
時
の
方
々
（
今

も
た
く
さ
ん
の
方
が
存

命
で
す
）
に
感
謝
し
、
防

災
に
備
え
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
ね
。 

表
佐
ま
ち
協
だ
よ
り 

2019年９月 １日 
表佐まちづくり協議会 
垂井町表佐1723-1 
Tel・Fax22-1011 
Mail:osakou@town
.tarui.lg.jp 

広報部会 

が
ん
ば
る
表
佐
の
子 

表
佐
野
球
少
年
団 

表
佐
剣
道
少
年
団 

今
年
も
夏
休
み
初
日
の
７
月
２０
日

（
土
）
朝
６
時
２０
分
か
ら
、
表
佐
小
学

校
に
お
い
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
集
い
＋

１
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

雨
天
に
よ
り
体
育
館
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
保
育
園
児
、
小
学
生
、
中

学
生
、
地
域
の
方
々
お
よ
そ
４
０
０
人

が
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
動
か
し
ま
し

た
。 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
世
代
を
超
え
た

地
域
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
、
地
域
の
絆

を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
「
＋
１
」
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。 

各
自
治
会
長
さ
ん
は
、
６
時
よ
り
体

育
館
玄
関
に
お
い
て
挨
拶
運
動
を
実
施

し
、
帰
り
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会

 

７
月
２１
日
、
東
京
、
日
本
武
道
館
に
お

い
て
全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬
成
大
会

剣
道
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。１
０
６
８

チ
ー
ム
、
５
４
４
８
名
出
場
す
る
中
、
６

年
生
５
名
、
５
年
生
３
名
、
４
年
生
１
名

が
参
加
し
、
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

ま
た
、
前
日
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

 

６
月
２９
日
（
土
）

白
川
病
院
旗
学
童

軟
式
野
球
不
破
大

会
が
あ
り
ま
し
た
。 

あ
と
少
し
で
し

た
が
、
３
❘
５
で
敗

れ
準
優
勝
。
多
く
の

選
手
が
悔
し
涙
を

流
し
ま
し
た
。 

行事・講座・教室名 

実 施 日 時 間 場 所 

陶芸教室 自分好みの湯飲みや一輪挿しを自分の手で（募集中） 

９月５日・１２日・１９日・２６日、 

１０月３日・１０日・１７日、１１月７日 各木曜日 

それぞれ 19:30～21:30 表佐まちセン 

剪定教室 庭木の剪定にチャレンジ！（募集中） 

９月 ７日（土） 9:30～12:00 表佐まちセン他 

ダンボールコンポスト講習会 生ゴミを生かすエコな方法 

９月 ９日（月） 13:30～14:30 表佐まちセン 

カワニナ採り ホタルの幼虫のえさになるカワニナを採ります 

９月１４日（土） 9:00～11:00 ハリヨの里集合 

いきいきふれあいサロン 落語で笑い、福を呼びましょう 

９月２６日（木） 10:00～11:30 表佐まちセン 

ちさと子ども教室 さつまいもを掘って食べよう 

９月２８日（土） 9:30～11:30 表佐小学校駐車場南畑 

 

   
 

 

  

表
佐
で
洪
水
が
お
き
た
ら
５ 

(5) 

ご
近
所
に
声
を
か
け
る 

単
独
で
の
避
難
は
、
思
わ
ぬ
事
態
に

あ
っ
た
時
に
危
険
で
す
。
避
難
す
る
前

に
隣
近
所
に
声
を
か
け
、
集
団
で
の
避

難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

特
に
ご
近
所
に
、
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
や
小
さ
い
子
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

「
災
害
弱
者
」
が
お
ら
れ
る
場
合
は
、

日
頃
か
ら
声
を
か
け
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
、
お
互
い
に
気
軽
に
声
が
か
け
ら

れ
る
関
係
を
つ
く
っ
て
お
く
と
い
い

で
す
ね
。 

相
川
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
が
運
用
開

始
し
ま
し
た
。
「
岐
阜
県 

川
の
防
災

情
報
」
で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

9・10月の休館日 
９月   ３日(火) 

１０日(火) 
１５日(日) 
１７日(火) 
２３日(月) 
２４日(火) 

10 月 １日(火) 
８日(火) 

１４日(月) 
１５日(火) 
２２日(火) 
２３日(水) 
２９日(火) 

令
和
元
年
度 

盆
踊
り
大
会
の
御
礼 

総
務
部
長 

山
田
常
雄 

昨
年
の
盆
踊
り
大
会
で
は
、
「
準
備
完

了
、
さ
あ
や
る
ぞ
！
」
と
い
う
時
に
突
然

降
り
出
し
た
雷
雨
の
た
め
に
中
止
せ
ざ

る
を
得
ず
、
大
変
悔
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。「
今
年
こ
そ
は
や
る
ぞ
！
」
と
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
台
風
１０

号
の
発
生
と
同
時
に
、
昨
年
の
中
止
が

頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
台
風
が
太
平
洋

上
で
１
日
ほ
ど
停
滞
し
、
盆
踊
り
が
済

む
の
を
待
っ
て
く
れ
た
の
が
幸
い
で
し

た
。 

当
日
は
、
真
夏
の
夜
の
ひ
と
時
を
た
く

９・１０月の行事・講座 

 

さ
ん
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

浴
衣
姿
の
上
手
な
踊
り
手
さ
ん
達
に

合
わ
せ
て
踊
り
の
輪
が
だ
ん
だ
ん
大

き
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
会
場
準

備
や
、
子
供
向
け
ゲ
ー
ム
、
飲
・
食
料

品
等
の
提
供
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
豪
華

景
品
、
参
加
賞
の
配
布
な
ど
、
盆
踊
り

大
会
を
盛
り
上
げ
て
下
さ
っ
た
皆
様

方
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

防
災
コ
ー
ナ
ー 

表佐祭 表佐最大のイベント！今年は１４数年ぶりの出踊り  

10 月 ６日（日） 詳細は、回覧またはホームページで。 

表佐地区町民体育祭 （雨天中止）競技と応援で参加を！ 

10 月１３日（日） 8:30～14:50 表佐小グラウンド 

スポーツ教室 キンボール 直径１２２㎝のボールを使います 

10 月 19 日、26 日、11 月 2 日、9 日、16 日 全て土曜日 

いずれも 19:30～21:30 表佐小体育館 持ち物等は回覧で 

いきいきふれあいサロン 歌と皿回しや腹話術などを楽しみます      

10 月２４日（木） 10:00～11:30 表佐まちセン 

ちさと子ども教室 ショートテニス教室 

10 月２６日（土） 9:30～11:30 表佐小体育館 

手芸教室 手編みの円座と干支の編みぐるみを作ります（後日募集） 

10 月 26 日（土）、９日（土）14:00～16:00 表佐まちセン 

 

ラ
ジ
オ
体
操
＋
１ 

 

世
代
を
超
え
た
ふ
れ
あ
い 

真
夏
の
夜
の
祭
典 

 

表
佐
地
区
盆
踊
り
大
会 

表佐祭日程 

神事例祭   9:00 常夜灯 

9:20 圦之宮神明神社 

9:55 若宮八幡神社 

10:30 朝日神明神社 

11:05 勝神社 

11:40 六社神社 

12:15 比女神社  

子どもみこし 10:00～13:00(雨天中止)  

習南・福寿・共栄・大興 

天王・若宮・東和・昭和・朝日 

表佐太鼓踊り出踊り 13:30～16:00  

表佐小校庭(雨天表佐小体育館) 

今年は出踊りで開始時刻が変わりま

す。餅まきもあります。 

表佐踊り   19:00～21:00  

保育園園庭(雨天中止)  

途中より仁輪加行列、子どもみこし、

作りみこし、ハロウィーン行列 

 

詳しくは今月の回覧で！ 

中面は伊勢湾台風

特集です。別刷り

もあります。 



 

 

                                                                   

表佐ふるさと巡り６ 

伊勢湾台風 

今から 60 年前の昭和 34 年（1959

年）9 月 26 日のことでした。最低気

圧は 895hPa、潮岬でも 930hPa あ

りました。全国では、死者 4,697人・

行方不明者 401 人、負傷者 38,921

人、全壊家屋 36,135 棟・半壊家屋

113,052 棟、流失家屋 4,704 棟、床

上浸水 157,858 棟の被害が出まし

た。ＧＤＰ比被害額は阪神・淡路大

震災の数倍となったそうです。自分

たちが近くに高台もなく海抜高度

の低い危険地帯に住んでいること

を知らないまま被災・死亡した住民

も多かったそうです。 

災害対策基本法は、この伊勢湾台

風を教訓として成立しました。ま

た、特別警報も、台風については伊

勢湾台風クラスを基準としていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この欄以外の文章及び写真は

「『あれから３６５日 集中豪雨・

伊勢湾台風災害記録』昭和３５年９

月２６日 垂井町」から、地図は『垂

井町表佐地区土地宝典』から転載し

ました。 

なお、表記は全て資料の通りとし

ました。必要と思われたところは

（編者注）としました。 

別刷りの災害日誌も参考にして

ください。 

台風は奈良県中部（19 時）から鈴鹿峠附近（21

時）を通り、毎時 60 キロ～75 キロの速度で 22

時には揖斐川上流に達したが、このときの中心

気圧は 945 ミリバール、平均風速は 32.5 メート

ル（瞬間最大風速 42.2 メートル）を示し、風速

30 メートル以上の暴風圏は 300～400 キロに達

した。 

（中略） 

台風の中心が通過する前後の数時間は、時間

雨量 40～70 ミリの激しい雨が降り続き各河川

は急激に増水、表佐地内の相川左岸の決壊をは

じめ、各橋梁の流失が相つぎ 8 月の集中豪雨に

つづいて再度の大災害を蒙ったのである。 

堤防欠潰 122 カ所。橋梁の流失、破潰 11

カ所。道路欠潰 10 カ所。田畑の冠水、流失、埋

没 52,225 アール。住家、非住家の全壊、半壊 24

戸。床上、床下浸水（延）1,108 戸。とその被害

総額は 3 億 9 千万円に達し、明治 29 年以来の

大災害を蒙ったのである。（編者注 昭和２９年

度の町の歳出は約 4,700 万円） 

宮代、表佐、合原から不破中学校へ通学する

生徒の唯一の通学路である不破中橋も濁流

のため流失した 

高田橋流失現場（表佐） 

8 月 12 日の集中豪雨で決壊した相川下流（表佐石田地内）左岸の仮堤防は 9 月 27 日

午前 0 時 50 分再び 125 メートルにわたって決壊した。水田 522 ヘクタールはみわた

す限り濁流と流木の海と化し、豊作の夢は一朝にして吹きとんだ。 

相川石田堤防決潰 いの子作り 

決潰口の仮締切をするため、逆まく濁流につ

かり決死の沈床作業が行われた。 

堤防決潰により多量の土砂が流れ込み河原と

化した農地は、地元民の協力により全力をあ

げてその復旧作業が続けられた（表佐農地） 


